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2011年度「国際文化情報学の展開」
重定如彦
　「国際文化情報学の展開」は、1 年次の必修科目である「国際文化情
報学入門」に続く科目として 2008 年度に新設された科目です。この科
目の目的は、本学部の学生が卒業論文・卒業制作に向けて、広い視座
と多くのヒントを得、国際文化情報学というものがどのような学問で
あるかについて多少なりとも理解してもらうことにあります。
　本学部のカリキュラム構成は、「国際社会」、「言語文化」、「表象文化」、
「情報文化」の 4 つのコースを柱としていますが、この科目の講義は「コ
ース横断的」なものであり、本学部の専任教員及び、学外のゲスト講
師がそれぞれ 1 回ずつ講義を行うという、オムニバス授業で構成され
ています。本科目では毎年、4 つのコースのうちの一つが中心になっ
てテーマを設定しており、本年度は「情報文化コース」を中心に、「変
革」というテーマを設定しました。
　現代社会では、国際化、グローバル化、技術革新が著しく進展して
おり、その結果、社会、文化、経済、国際関係は従来と比べて大きく「変革」
してきています。そのさまざまな分野で起こっている「変革」は従来
と比べると質的にも、量的にも飛躍的に大きなものと言えます。また、
この「変革」はむしろ実行し続けなければ、国際社会の中で存在して
行くことすら困難な状況に来ているといえます。現在において、とくに、
技術、経済、社会、政治などの多くの分野で、「リボリューション」、「チ
ェンジ」が世界レベルで叫ばれているのは、このような社会的背景か
らであると想定できます。本科目では「変革」に関する上記のような
理解を前提にしつつ、各コースの専任教員、およびゲスト講師が、そ
れぞれの関心に基づいた特定のテーマを設定し講義を行いました。
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　異文化では、本科目の講義の内、外部のゲストスピーカーからのレ
クチャーノートを紹介します。大学の教員が直接講義を行う授業では
なかなか体験することができない、大学の外部で活躍されている先生
方のレクチャーノートを通じて、この世界で現在どのような「変革」
が起きているか、また「変革」によって生じる問題や、新たな展望な
どについて何かを感じとっていただければ幸いです。
［ゲスト講師の略歴と講義のテーマ］
金子節志（元 JICA 理事）
　テーマ：「ODA と JICA」〜これまでの歩みと今後の方向〜
阪田史郎（千葉大学大学院融合科学研究科情報科学専攻）
　テーマ：ユビキタス社会に向けたセンサネットワーク、
　　　　　ホームネットワークの今後の展開
根津利三郎（㈱富士通総研経済研究所　エグゼクティブ・フェロー）
　テーマ：今なぜグローバル人材か
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